
◆
ベ
ト
ナ
ム ラックフェン国際港建設工事

延
長

㎞
の
護
岸
・
防
砂
堤
を
築
造

東　亜　建　設　工　業

工程・安全管理でリスク軽減に注力

防
砂
堤
の
海
上
工
事
の
作
業
状

況

完
成
後
は
映
え
ス
ポ

ト
で
も
親
し
ま
れ
る
防
砂
堤

　
２
０
２
３
年
は
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
外
交
関
係
樹
立

周
年
の
節
目
の

年
だ

た

１
９
７
３
年
９
月
に
両

国
の
外
交
関
係
樹
立
後

日
越
間
の

友
好
・
協
力
関
係
は
産
官
学
の
幅
広

い
分
野
で
現
在
も
発
展
し
続
け
て
い

る


　
成
長
目
覚
ま
し
い
ベ
ト
ナ
ム
で
増

大
す
る
貨
物
需
要
と
海
運
市
場
に
お

け
る
船
舶
の
大
型
化
へ
の
対
応
を
図

る
た
め

日
本
の
政
府
開
発
援
助

︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
に
よ
る
ラ

ク
フ

ン

国
際
港
の
整
備
が
２
０
１
３
年
に
開

始
さ
れ
た

場
所
は

同
国
北
部
最

大
の
港
湾
都
市
ハ
イ
フ

ン
市
の
東

部
に
位
置
す
る
カ

ト
ハ
イ
郡
ラ


ク
フ

ン
地
区

首
都
ハ
ノ
イ
ま
で

高
速
道
路
で
つ
な
が
る

北
の
玄
関

口

と
呼
ば
れ
る
地
域
だ


　
当
地
域
に
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
十
分
な
水
深
を
有

す
る
タ

ミ
ナ
ル
が
な
く

新
た
な

国
際
大
水
深
港
︵
水
深


︶
の
整

備
に
よ
り

貨
物
取
扱
量
の
向
上
と

経
済
成
長
の
促
進

国
際
競
争
力
の

強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

た


　
ラ

ク
フ

ン
国
際
港
の
建
設
事

業
は
埋
め
立
て
・
地
盤
改
良
工
事
の

パ

ケ

ジ
６
︵
五
洋
建
設
・
東
亜

建
設
工
業

︶

国
際
航
路
の
浚
渫

工
事
を
行
う
パ

ケ

ジ
８
︵
東
洋

建
設
︶
と
パ

ケ

ジ
９
︵
五
洋
建

設
・
り
ん
か
い
日
産
建
設

︶な
ど


複
数
の
パ

ケ

ジ
で
構
成

今
回

紹
介
す
る
パ

ケ

ジ

を
東
亜
建

設
工
業
が
担
当
し
た


　
パ

ケ

ジ

の
工
事
概
要
は
外

周
護
岸
︵
２
４
８
０

︶
と
防
砂
堤

︵
７
６
０
０

︶
の
築
造

工
事
海

域
の
運
航
管
理
業
務
な
ど

主
要
な

工
事
数
量
は

砂
置
換
工
１
５
０
万

立
方


石
材

万
立
方


コ
ン

ク
リ

ト

万
立
方


工
期
は


年
７
月


年

月
︵

カ
月
︶


　
国
際
航
路
に
沿

て
連
続
す
る
当

構
造
物
は
延
長


以
上
と
な
り


河
川
か
ら
の
流
入
土
砂
が
多
い
当
該

水
域
の
航
路
埋
没
を
抑
制
し

外
周

護
岸
は
将
来
的
な
埋
め
立
て
拡
張
バ


ス
の
外
周
と
な
る


　
同
護
岸
は
石
材
マ
ウ
ン
ド

上
に
防
波
堤
上
部
を
構
築

し

背
面
は
被
覆
石
と
消
波

ブ
ロ

ク
に
よ
り
防
護
す

る

防
砂
堤
は

石
材
マ
ウ

ン
ド
上
の
ケ

ソ
ン
ブ
ロ


ク
内
に
中
詰
め
石
と
蓋
︵
ふ

た
︶
ブ
ロ

ク
を
設
置
し


両
側
を
ブ
ロ

ク
で
根
固
め

す
る
構
造
だ

使
用
し
た
プ

レ
キ

ス
ト
ブ
ロ

ク
は
大

小
計
８
・
４
万
個
で

据
え

付
け
位
置
か
ら


離
れ
た

仮
設
・
仮
置
き
ヤ

ド
︵


・
５

︶
で
製
作
し

鋼
台

船
で
海
上
運
搬
し
た


　
本
工
事
は

稼
働
日
が
制

限
さ
れ
る
外
洋
海
域
で
の
シ
ビ
ア
な

工
程
管
理
と



に
も
及
ぶ
広
範

囲
の
工
事
エ
リ
ア
で
の
安
全
管
理
が

課
題
と
な

た

工
事
開
始
当
初
は

ロ

カ
ル
協
力
会
社
の
実
力
が
未
知

数
だ

た
た
め

リ
ス
ク
管
理
の
観

点
か
ら

高
難
度
の
工
種
に
関
し
て

は
複
数
社
と
契
約
し

﹁
施
工
能
力

の
見
極
め
﹂
や
﹁
現
場
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ブ
ラ

シ

ア

プ
﹂
を
図


た


　
施
工
性
の
良
い
エ
リ
ア
か
ら
作
業

に
着
手
し

徐
々
に
波
浪
の
影
響
を

受
け
や
す
い
外
洋
へ
と
進
め
る
こ
と

で

作
業
習
熟
度
の
向
上
と
安
全
意

識
の
定
着
教
育
を
継
続
的
に
実
施


手
戻
り
防
止
や
不
安
全
行
動
の
撲
滅

を
徹
底
し
た

さ
ら
に

消
波
ブ
ロ


ク
設
置
作
業
で
は

日
本
か
ら
熟

練
潜
水
士
を
招
き

現
地
技
術
者
の

育
成
や
日
本
の
水
中
マ
イ
ク
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど

現
地
で
積
極
的
に

日
本
の
技
術
移
転

を
推
進
し
た


　
そ
の
結
果

工

事
に
携
わ

た
関

係
者
の
協
力
に
よ

り

最
終
的
な
成

果
と
し
て
﹁
工
期

内
の
完
工
﹂
と

﹁
５
８
０
万
時
間

の
無
災
害
達
成
﹂

を
実
現
で
き
た


　
現
在
ハ
イ
フ


ン
市
内
で
は

本

事
業
の
相
乗
効
果
と
し
て

ベ
ト
ナ

ム
初
の
国
産
自
動
車
組
み
立
て
工
場

の
ほ
か

韓
国
企
業
の
家
電
工
場
や

日
本
企
業
の
工
業
団
地
な
ど

国
内

外
か
ら
大
規
模
な
投
資
を
呼
び
込

み

さ
ら
に
発
展
を
続
け
て
い
る


　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︵
イ
ン
タ

ネ

ト
交
流

サ
イ
ト
︶
上
で
は

周
辺
の
海
原
と

と
も
に
当
構
造
物
を
撮
影
し
た
写
真

が
多
く
掲
載
さ
れ
る
な
ど

映
え
ス

ポ

ト

の
一
つ
と
な

て
い
る


潮
が
引
く
と
海
面
か
ら
コ
ン
ク
リ


ト
構
造
物
が
姿
を
現
し

水
平
線
ま

で
一
直
線
に
延
び
て
海
原
を
二
分
す

る

地
元
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

完
工
し
た
本
工
事
が

今
や
観
光
ス

ポ

ト
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
格
別
の
喜
び
を
感
じ
る


　
︵
フ

リ
ピ
ン
・
カ
ビ
テ
工
事
事

務
所
長
・
松
隈
大
輔

国
際
事
業
本

部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
・
八
百
勇

介
︶
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